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第09回

講演者: 荻原 俊子 氏 (城西大学理学部)
題目: 結晶成長モデルに現れるスパイラルについて
日時: 平成 15年 11月 13日(木) 16:30 � 17:30
場所: 数学科セミナー室 4号館 3階

炭化ケイ素などの鉱物の結晶が成長していく際に、結晶の表面に鉱物分子スケールの螺旋状の模様がし
ばしば観察される。 このような成長は、螺旋転位による結晶成長と呼ばれ、結晶化学の分野では基本的
な成長機構の１つとしてよく知られている。 講演では、こうした結晶成長現象を記述する非線形拡散方
程式を用いた数理モデルおよび界面方程式を用いた数理モデルを取り上げ、 これらの方程式に現れるス
パイラル解の存在や性質について得られた数学的結果を紹介する。 [<6>]
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